
当別町概要

◼四季折々のドラマティックな風景とともにある暮らし

⚫ 人口・面積 ：15,347名（R5.8.1） ・ 422ｋm2

⚫ 基 幹 産 業 ：農業（花卉生産や米麦大豆）

   有名どころ ロイズ・スウェーデンヒルズ

⚫ 町の特徴：

豊かな自然や新しくなった小中一貫教育を求めて、町外から子育て世代の移住者が増えています！

土地が安い！人が素敵！自然が素敵！おいしい農産物がいっぱい！

１枚目

当別町



２枚目当別町の脱炭素の取組み
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・拠点整備（廃校利用）
・関係機関との連携体制構築
・公共施設への導入

西当別小学校・中学校
一体型義務教育学校

原木・残材

の調達

原木・残材
の調達

支障木等
の受入

生チップ
の供給

札幌地方石油業
協同組合当別支部

・木質燃料の運搬に

関する連携

当別町木質バイオマス地域アライアンス

乾燥チップ

の供給

＜ﾁｯﾌﾟ製造事業実施＞

・チッパー購入（令和元年度）
・ﾁｯﾌﾟ製造拠点整備（令和元年度～）
・原材料調達
・ﾁｯﾌﾟ製造

河川支障木ﾁｯﾌﾟ製造実証事業
令和元年～２年度

・河川支障木由来のﾁｯﾌﾟ製造及び
燃焼実証

・河川支障木の自然乾燥実証
・運搬手順の確立
・ﾁｯﾌﾟの成分分析、燃焼試験

ｺﾝｿｰｼｱﾑ「当別町木質ﾊﾞｲｵﾏｽ地域ｱﾗｲｱﾝｽ」（令和元年度～）

道総研 戦略研究
令和元年～５年度

＜戦略研究ﾃｰﾏ 研究ﾌｨｰﾙﾄ：当別町＞
【木質ﾊﾞｲｵﾏｽ利用拡大技術の開発】
・ﾄﾞﾛｰﾝによる賦存量調査

・効率的なﾁｯﾌﾟ乾燥
・ﾎﾞｲﾗの効率把握、改善

地域振興

・地域内燃料供給
による経済波及

・将来的な町内事業者

によるメンテ体制確立
・地域振興策の検討
例）木の駅など

木質ﾊﾞｲｵﾏｽ地域ｱﾗｲｱﾝｽ調査研究会
平成３０年度～

・木質ﾊﾞｲｵﾏｽを活用した事業化や調査

研究に向けた連携・情報共有

（当別町、町内事業者、国、北海道
道総研 Ｈ30年度から実施）

～地域連携を目指して～

【事業概要図】

・原材料調達に関する連携

重点取組：木質バイオマス利用への挑戦！
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採熱方式の比較
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ヒートクラスター(HC)方式
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帯水層帯水層

採熱管 採熱管ポンプ

帯水層

帯水層

スクリーン

スクリーン

採熱器
ヒートポンプ

地下水直接利用方式
(今回は使用しない）

重点取組：地中熱利用への挑戦！
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重点取組：民間との共同戦略！

◼道総研の技術協力

によるさらなるコストダウン
◼三井物産との木質

ガス化発電！
◼三菱商事との小水力

発電！

◼今後は、地域電力や、太陽光によるPPA
活用を目指したい！
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取組
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（今後5年）
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長期
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① 自家消費型太陽
光発電の設置

② 地域共生型の再
エネ（太陽光発
電）活用

③ 公共施設における
地中熱ヒートポンプ
の活用

④ 当別ダムにおける
小水力発電の推
進

⑤ 公共施設への木
質バイオマスボイラの導
入

⑥ 施設のZEB化

⑦ 住宅・建築物の省
エネ性能向上

⑧ ゼロカーボン・ドライ
ブ

⑨ 資源循環の高度
化

⑩ コンパクト・プラス・
ネットワーク

⑪ 林業の持続性の
向上

⑫ 農業の生産性・持
続性向上の両立

公共施設への地中熱ヒートポンプの導入

公共施設への
太陽光発電設備の設置

公共施設・公共跡地での太陽光発電PPA事業

役場庁舎の新設

公共施設のZEB化

住宅屋根への太陽光発電設備の設置

当別ダムにおける
小水力発電の実施

既設施設への設置

全世帯の40% 全世帯の60%

発電所稼働

役場庁舎の新設

ホテル・業務ビルのZEB化

住宅の断熱改修の推進

ホテル・業務ビルの断熱改修の推進

全世帯の50% 全世帯の85%

太陽光発電利用型充電ステーション整備

乗用車のEV化

役場庁舎を中心としたエネルギーの共有化

スマート農業の推進

森林整備の推進

450台 900台

全事業所の50% 全事業所の80%

新設施設のZEB化

全事業所の10% 全事業所の15%

BDFの利用拡大

生ごみや下水汚泥等の活用

ドローンの活用

農業機械のEV化・自動化

4施設 6施設

400kW

500kW

公共施設への木質バイオマスボイラの導入

5台 7台

◼寒冷地、特別豪雪地帯のエネルギー内訳

◼化石燃料が約８割、電力は１割

◼化石燃料、特に冬の暖房エネルギー消費が多い

◼大胆なエネルギー転換が必要！

◼政策的な取り組みを実施
するが・・・

◼町の努力だけでは足りな
い・・・

◼まずは、太陽光の活用、生活スタイル
の見直しから取り組む。



⚫地域脱炭素に取り組む上での課題（悩み）

・ゼロ円ソーラーを広めたい、だけど・・・特別豪雪地帯でパネル破損や日照が心配

・ヒートポンプ活用で化石燃料をゼロへ、だけど・・・極寒の当別で使えるの？

・太陽光PPAを公共施設、民間工場、大学等に広めたい、だけど・・・20年の長期

契約の間に電力会社の電気料金が安くなったらどうなるの、心配

・再エネには賛成、でも住民の合意形成を得ないFIT,FIP事業が町の中に広がる

ことがないか、心配

⚫民間企業に求めること

・ゼロ円ソーラー、役場も協力、創意工夫で事業化を目指しませんか？

・ヒートポンプ活用、地中熱や雪氷を利用して、事業化を目指しませんか？

・太陽光PPA、役場も協力、創意工夫で事業化を目指しませんか？

・自然と共生した再エネ活用を目指しています。一緒にアイデアを出し合いません

か？

６枚目当別町の脱炭素の取組み



７枚目

◼当別町は、自然と共生した脱炭素を目指しています！化石燃料ゼロへ！

◼公共施設は、町内で製造する木質チップを使って化石燃料を大幅に削減！

◼環境省の重点対策加速化事業に認定！町全体で太陽光パネル、ヒートポンプ
導入へ！

当別町の脱炭素の取組み
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